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1.は じ め に

 兵庫県南部地震の 経験に よる 甚大な 被害を受け た 既存の RC 橋脚 の 耐震補強が 行 わ れ て い る。従 来の 補強法で

は 施 工上対処で きな い 場合が 考 え られ 、緊急な 現実問題として 耐震補強･補 修工法開 発の 必要性が 明確に なった ｡

既存の RC 柱の 補強で は 耐力の 増加だ け でなく、じん性を向上させ 粘り強くす ることが 重要で あ る。現在行わ れ て い

る 耐震補強の 大半は ､鋼 板巻き 立て 工法及び ＲＣ巻き立て 工法で あ る。そこで ､本 研究 室で は ､軽量､高強度､耐久性

を併せ 持つ 素 材 で あ る 炭素 繊維ｼー ﾄ、ｱﾗﾐﾄ゙繊維ｼー ﾄを用い た 巻きた て 補強の 有効性を繰り 返し載荷試験に より検討

してきた。本 研究で は 炭素 繊維ｼー ﾄとｱﾗﾐﾄ゙繊維ｼー ﾄの 単純な 引張り 実験とｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄ引き 抜き 実験を行い、繊維ｼー ﾄ

の 特性を調べ ることに より橋脚ﾓﾃ゙ﾙを用い た 本 体実験を行うた め の 基礎的 ﾃ゙ ﾀーを得ることを目的とした。

2．実験概要

2.1 繊維ｼー ﾄ引張り 実験

 表-1 に 示す 炭素 繊維ｼー ﾄ、ｱﾗﾐﾄ゙繊維ｼー ﾄ(AT-40、 AT-　　　　　　　　　　　　　　　表 -１　材料特性

60)を用い た。炭素 繊維ｼー ﾄの 場合に は 、 FP-E3P(ﾚｼ゙ﾝ)の

主 剤･硬化剤を所定の 重量配 合 比(2：1)で 均一に 表裏に

塗布す る。引張実験時に 繊維ｼー ﾄの 破 断とず れ を防ぐ た

め に 、ﾁｬｯｸ部に つ い て は 別に 炭素 繊維ｼー ﾄを用意し本 体

ｼー ﾄに 重ねて 張った。乾燥後、必要な 大きさ (50*2.5cm)に

切断 す る。ｱﾗﾐﾄ゙繊維ｼー ﾄの 場合に は ﾚｼ゙ﾝの か わ りに AR ﾎ゙ﾝﾄ゙の 主剤・硬化剤を用い て 炭素 繊維ｼー ﾄと同様 の 加工

を行なう。また、 AT-40 は 1 枚の みの も の (AT-40-1)と 3 枚重ねたも の (AT-40-3)を、 AT-60 は 1 枚の みの もの (AT-

60-1)と 2 枚重ねた も の (AT-60-2)を用意した。実験時に 測定す る 項目は 、荷重及び 繊維ｼー ﾄの 伸び ひ ず みとし、そ

れ ぞ れ ﾛー ﾄ゙ｾﾙあ る い は ひ ず みｹ゙ ｼー゙で 測定した。また、載荷に は ｻー ﾎ゙ﾊ゚ﾙｻー 型 ｱｸﾁｭｴー ﾀーとｱﾑｽﾗー 型 万能試験機

の 2 種類 を用い た。載荷は 全て 荷重制御に よる 準静的 載荷で あ る。

2.2 ｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄ引き抜き実験

 供試体として 図 -1 に 示す 鉄筋ｺﾝｸﾘー ﾄ床版

を用い た。主鉄筋･帯鉄筋は す べ て Ｄ10 異形

鉄筋で あ る。打込 む ｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄの 内径は φ 16

としﾄ゙ﾘﾙ径φ 22 の ﾊﾝﾏー ﾄ゙ﾘﾙで 図 中に ＋ 印で

示した 8 個所に 削孔し、ｺﾝｸﾘﾒﾝﾄ、ｾﾒﾝﾄﾒﾝﾀ゙

の 2 種類 の 接着剤を流し込む 。比較の た め に

接着 剤を使用しな い も の を用意した。合計 8

個所に ｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄを打ち 込んだ 後、端 部をね

じ切りした 鉄筋をｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄに ねじこみ、ｾﾝﾀー

ﾎー ﾙｼ゙ｬｯｷを用い て 鉄筋を引 張る ことに よって

ｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄを引抜くことにした。測定項目は 荷

重と変位で あり、そ れ ぞ れ ﾛー ﾄ゙ｾﾙと高感度変

位計を用い て 計測す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 -1　供試体の 形 状・寸法

炭素繊維ｼーﾄ AT-40 AT-60

引張強度(kgｆ/cm2) 35000 24000 24000

弾性率(kgｆ/cm 2) 2.35×10６ 0.8×10６ 0.8×10６

材料特性 伸び 率(%) 1.5 3 3

設計厚さ(mm) 0.165 0.169 0.252

繊維目付(g/m3) 300 235 350



3.実験結果

　実験結果を、繊維ｼー ﾄの 応力 -ひ ず み関係及び ｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄの 荷重 -変位関係で そ れ ぞ れ 図 -2～図-7 に 示す 。

図-2 炭素 繊維ｼー ﾄの 応力-ひ ず み関係　　　図 -3 ＡＴ-40 の 応力-ひ ず み 関係　　　　図 -4 ＡＴ-60 の 応力-ひ ず み 関係

図-5　ｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄの 荷重-変位関係 　　　　図 -6　ｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄの 荷重-変位関係　　　　図 -7　ｱﾝｶーﾎ゙ﾙﾄの 荷重-変位関係

　　　　 (ｺﾝｸﾘﾒﾝﾄを用い た 場合)　　　　　　　　　　　 (ｾﾒﾝﾄﾒﾝﾀ゙を用い た 場合)　　　　　　　　　　 (ｱﾝｶー ボルトの みの 場合)

4.考 察

図-2、図 -3、図 -4 の 応力とひ ず みの 関係か ら炭素 繊維ｼー ﾄに 比べ ｱﾗﾐﾄ゙繊維ｼー ﾄの ひ ず みが 大きい。これ は 、炭素

繊維ｼー ﾄに 比べ ｱﾗﾐﾄ゙繊維ｼー ﾄの 高じん性の 性質に よる もの で ある。図 -3､図-4 で は AT-40-1 と AT-40-3、 AT-60-1

と AT-60-2とを比較した 場合に は ひ ず みに 大きな 差が なく、積層枚数に も か か わ らず 応力が 均一に 伝 達され た ことを

示して い る。

図-5、図 -6、図 -7 の 荷重と変位の 関係か らは 荷重 40kN 位で 変位が 増加は じ め て い る も の と、ｾﾒﾝﾄﾒﾝﾀ゙とｱﾝｶー の

みの 場合 25kN 位か ら徐々 に 増加し始め て い る も の が あ る。 2 種類 の 接着剤を使用した 場合とｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄの みの 場合

とを比較したところ 強度は あ まり変わ らな か った 。 この 事は ﾃ゙ー ﾀ数を増や しても い え、より信頼性の あ る 結果を得られ た。

図-5、図 -6 で は 荷重の 最大に か なりの ば らつ きが あ る ことから、本 体実験に 接着剤を使用す る 効果は 認め られ な か っ

た。

5.まとめ

 今回は 、炭素 繊維ｼー ﾄとｱﾗﾐﾄ゙繊維ｼー ﾄの 材 料特性を確認す る 実験を行った。ｱﾝｶー ﾎ゙ﾙﾄの 引き 抜き実験は 今後に

行わ れ る 橋脚ﾓﾃ゙ﾙを用い た 実験を行うた め の も の で あり、これ らの 実験を行った 上で 本 体実験を行う。炭素 繊維ｼー ﾄ、

ｱﾗﾐﾄ゙繊維ｼー ﾄを用い た 補強は 橋脚 基部へ の 補強効果を十分に 得られ る 素 材 で あ る ことから、今回得られ た 基礎ﾃ゙ｰ

ﾀをもとにして、定着部の 基本 的 性能を十分吟味す ることが 望まれ る。
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